












要約 病児の家族へのアンケート調査のうち,特に先天異常患児の家族を対象とした結果を

述べる。先天異常群の特徴は,専門病院が遠い事が多く交通費の負担が大で,医療・福祉,

保育・教育分野の認識も地域や施設間の差が大きい事などが家族に無用の負担を強いてい

るという意見が多くみられた。さらに,患児が同胞に与える影響は悪いだけではないとい

う家族の指摘を受けて,良い影響に関する設問を加えた。この「良い影響」の認識は,適切

な社会的支援による児の受容で増大しうることも示された。


